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第
四
四
九
回 

青
葉
会
句
会
選
句
表 

令
和
五
年
九
月
二
十
八
日(

木) 
 

於
：
丸
紅
本
社 

四
階
会
議
室 

 

 

選 
 
 

者 

川
口
孤
舟 

出 

席 

者 
柿
崎
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

在
間
千
恵 

佐
藤
た
だ
し
げ 

豊
田
穣 

西
澤
國
護 

 
長
谷
見
敏 

古
川
百
合
子 

星
田
啓
子 

山
崎
亜
也 

投
句
・
選
句 

今
井
紀
久
男 

熊
谷
く
に
お 

後
藤
と
み
子 

小
早
健
介 

朱
牟
田
恵
洲 

高
橋
康
敏 

土
谷
堂
哉 

 

中
川
雅
夫 
福
島
正
明 

 

古
田
昇 

山
田
け
い
子 

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

  

 

選
句
の
み 

 

伊
賀
山
そ
ら
お 

梅
崎
哲
雄
（
表
記
「
く
す
」） 

重
枝
考
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

 

橋
口
隆 

宮
内
規
雄 

山
本
三
恵 

 

【
互 

選 

句
】 

〇
は
選
者
の
特
選 

 
◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

八
点 

 

命
あ
る
今
朝
の
実
感
秋
澄
め
る 

 
 
 

健
介 

 
 

（
く
す
・
〇
孝
・
龍
・
ゆ
・
び
・
允
・
規
・
盛
） 

編
み
笠
の
ル
ー
ジ
ュ
一
瞬
風
の
盆 

 
 

堂
哉 

 
 

（
〇
く
す
・
千
・
龍
・
〇
康
・
啓
・
亜
・
け
・
三
） 

 

七
点 

 

戸
隠
の
山
を
従
え
蕎
麦
の
花 

 
 
 

け
い
子 

 
 

（
忠
・
く
・
た
・
清
・
康
・
び
・
天
） 

 

六
点 

 

ま
た
転
び
妻
の
溜
息
身
に
入
み
て 

 
      

紀
久
男 

 
 

（
忠
・
く
・
健
・
と
・
た
・
盛
） 

コ
ス
モ
ス
の
揺
れ
て
風
す
む
里
と
知
る 

 
 

と
み
子 

 
 

（
忠
・
孝
・
雅
・
び
・
啓
・
規
） 

◎
ジ
ャ
ズ
に
酔
ひ
ワ
イ
ン
に
酔
ひ
て
月
の
夜 

 
 

堂
哉 

 
 

（
〇
そ
・
く
す
・
孤
・
健
・
國
・
昇
） 

満
月
の
揺
ら
ぐ
影
見
ゆ
瀬
戸
の
海 

 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

（
そ
・
く
す
・
た
・
清
・
允
・
昇
） 

 
 

 
 
 

波
の
音
ば
か
り
無
月
の
日
本
海 

 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 

（
そ
・
五
・
清
・
正
・
百
・
天
） 

 

五
点 

 

山
門
の
額
を
は
み
出
す
秋
比
叡 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
恵
・
清
・
び
・
昇
・
三
） 

篠
笛
と
水
琴
の
音
あ
り
秋
茶
会 

 
 
 
 
 

け
い
子 
 
 

（
健
・
と
・
千
・
恵
・
盛
） 

コ
ス
モ
ス
や
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
の
駆
け
て
ゆ
く 

 

康
敏 

 
 

（
く
・
堂
・
國
・
昇
・
規
） 

浮
雲
の
白
さ
軽
さ
も
秋
の
空 

 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 

（
く
す
・
孝
・
た
・
隆
・
規
） 

さ
ん
ざ
め
く
田
舎
の
駅
や
風
の
盆 

 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

（
五
・
ゆ
・
雅
・
允
・
亜
） 

 
 
 
 

 

秋
の
陽
に
プ
リ
ズ
ム
と
な
り
ガ
ラ
ス
ペ
ン 

 
 

啓
子 

 
 

（
紀
・
千
・
恵
・
け
・
亜
） 

 

四
点 

 

文
旦
を
剝
く
や
拇
指
怒
ら
し
て 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
五
・
恵
・
隆
・
三
） 

 

 
 

 
 

 

や
う
や
つ
と
小
鳥
来
る
木
に
育
ち
た
り 

 
 

と
み
子 

 
 

（
紀
・
千
・
〇
堂
・
清
） 

今
日
の
月
戦
禍
の
街
の
瓦
礫
に
も 

 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

（
く
・
健
・
ゆ
・
百
） 

ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
い
て
庭
先
と
ば
り
お
り 

 
 

ゆ
た
か 

 
 

（
そ
・
び
・
正
・
亜
） 

コ
オ
ロ
ギ
や
三
和
土
の
隅
で
秋
告
げ
る 

 
 

百
合
子 

 
 

（
そ
・
〇
た
・
國
・
啓
） 

椿
の
実
ぱ
か
ん
と
爆
ぜ
て
い
の
ち
産
む 

 
 
    

仝 
 
 

（
五
・
千
・
康
・
天
） 

秋
の
夜
の
遺
品
整
理
や
父
母
の
恩 

 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
と
・
堂
・
隆
・
百
） 

 

三
点 

 

長
き
夜
や
喪
主
へ
の
手
紙
止
ま
る
筆 

 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
く
す
・
と
・
堂
） 

竹
春
の
林
ひ
か
り
の
侏
儒
跳
ぬ
る 

 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

（
恵
・
康
・
〇
三
） 

パ
ソ
コ
ン
の
中
身
軽
く
し
秋
の
雲 

 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

（
清
・
正
・
昇
） 
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フ
ル
ー
ト
の
音
色
軽
や
か
秋
を
聴
く 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 

（
康
・
國
・
規
） 

◎
秋
風
や
更
地
と
な
り
て
代
替
わ
り 

 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 

（
孤
・
康
・
百
） 

颯
々
と
色
な
き
風
や
戊
辰
墓
碑 

 
 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 

（
五
・
孝
・
〇
允
） 

◎
義
太
夫
の
絞
り
出
す
節
秋
暑
く 

 
 
 
 
 
 
 
 

恵
洲 

 

（
孤
・
け
・
三
） 

カ
フ
ェ
ラ
テ
に
ハ
ー
ト
描
き
て
敬
老
日 

 
 
 
 
 

康
敏 

 

（
と
・
千
・
〇
盛
） 

め
く
ば
せ
や
秋
の
夜
弾
む
ジ
ャ
ズ
ト
リ
オ 

 
 
 
 

堂
哉 

 

（
紀
・
〇
と
・
龍
） 

街
裏
の
暗
き
に
沁
む
る
胡
弓
の
音 

 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 

（
孝
・
昇
・
天
） 

吾
亦
紅
身
の
焦
ぐ
る
ほ
ど
恋
し
て
ふ 

 
 
 
 
 
 

啓
子 

 

（
紀
・
五
・
孝
） 

老
夫
婦
夕
餉
を
た
の
し
む
と
ろ
ろ
汁 

 
 
 
 
 
 

天
牛 

 

（
忠
・
く
・
ゆ
） 

虎
伏
し
て
十
八
年
や
天
高
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 

（
紀
・
忠
・
け
） 

 

二
点 

◎
猿
翁
逝
き
冥
土
で
宙
乗
り
秋
彼
岸 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 

（
孤
・
け
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
左
團
次
・
猿
翁
・
小
生
は
同
い
年
） 

カ
ラ
オ
ケ
に
軍
歌
低
唱
敬
老
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
健
・
亜
） 

異
常
な
り
気
配
も
見
せ
ぬ
曼
珠
沙
華 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
龍
・
雅
） 

白
妙
の
蕎
麦
の
花
咲
く
会
津
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 

（
ゆ
・
び
） 

甘
柿
の
一
顆
一
顆
に
嘴
の
跡 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 

（
紀
・
恵
） 

秋
刀
魚
焼
き
噂
も
煙
に
巻
か
れ
け
り 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
盛
・
天
） 

朝
夕
の
風
ひ
っ
そ
り
と
秋
を
告
げ 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 

（
そ
・
國
） 

哀
愁
の
調
べ
静
か
に
風
の
盆 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
允
・
規
） 

◎
夏
ゆ
き
て
ダ
ー
ク
ダ
ッ
ク
ス
今
は
亡
し 

 
 
 
 
 

恵
洲 

 

（
孤
・
〇
正
） 

◎
こ
ん
が
ら
が
る
思
考
の
糸
や
夏
の
果 

 
 
 
 
 
 

正
明 

 

（
孤
・
啓
） 

．
◎
ふ
る
さ
と
の
空
へ
水
尾
引
く
鰯
雲 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 

（
孤
・
五
） 

喘
ぎ
つ
つ
坂
の
て
っ
ぺ
ん
鰯
雲 

 
 
 
 
 
 
 

百
合
子 

 

（
た
・
ゆ
） 

山
は
暮
れ
二
階
の
灯
る
盆
用
意 

 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 
 

（
忠
・
け
） 

濃
き
赤
の
目
立
つ
今
年
の
百
日
紅 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 

（
雅
・
正
） 

さ
や
け
さ
や
暫
く
振
り
に
ブ
ラ
ア
ム
ス 

 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

（
〇
龍
・
正
） 

萩
眺
め
零
る
も
散
る
も
選
び
得
ず 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
啓
・
三
） 

一
塩
の
秋
茄
子
を
添
へ
白
ワ
イ
ン 

 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 

（
堂
・
國
） 

 

一
点 

 

十
八
年
ぶ
り
虎
狂
（
と
ら
き
ち
）
一
家
新
酒
干
す 

紀
久
男 

   

（
盛
） 

◎
鎮
魂
の
炎
の
花
や
曼
珠
沙
華 

 
 
 
 
 
       

忠
彦 

 
 

（
孤
） 

小
鳥
来
る
森
は
混
成
合
唱
団 
 
 
 
 
 
 

 
  

 

孤
舟 

 
 

（
堂
） 

小
野
和
邇
と
古
き
名
の
土
地
秋
深
む 

 
 
 

 
  

五
郎
太 

 
 

（
亜
） 

光
る
田
に
秋
を
な
が
む
る
ひ
と
り
旅 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
雅
） 

頬
な
で
る
風
も
変
わ
り
ぬ
秋
そ
こ
に 

 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
龍
） 

酒
旨
し
江
戸
紫
に
揚
が
る
茄
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
正
） 

初
秋
刀
魚
庶
民
に
届
か
ぬ
高
値
か
な 

 
 
 

 
 

た
だ
し
げ 

 
 

（
隆
） 

播
磨
屋
の
芸
を
つ
な
ぐ
や
秋
芝
居 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
） 

暑
き
秋
場
所
肩
で
息
す
る
勝
ち
力
士 

 
 
 
 
 
 

恵
洲 

 
 

（
紀
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
貴
景
勝
が
勝
っ
て
よ
か
っ
た
） 

瀬
戸
の
海
船
よ
り
望
む
天
の
川 

     
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

（
允
） 
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異
天
候
し
ま
う
朝
顔
と
話
す
朝 

 
 
 
 
 
 
 
 

雅
夫 

 
 

（
三
） 

早
落
葉
天
変
憂
え
庭
を
掃
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

仝 
 
 

（
百
） 

秋
刀
魚
焼
く
旬
の
匂
い
に
脂
の
り 

 
 
 
 
   

  

國
護 

 
 

（
百
） 

 
 

夜
更
け
て
じ
っ
く
り
読
書
す
ず
虫
と 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
雅
） 

◎
風
に
乗
り
か
す
か
に
届
く
秋
の
鐘 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
孤
） 

彼
岸
と
も
思
え
ぬ
暑
さ
続
き
け
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
隆
） 

暗
き
夜
の
更
け
ゆ
く
ま
ま
に
風
祭 

 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

（
く
） 

◎
若
衆
の
風
の
盆
唄
笠
隠
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
孤
） 

デ
パ
ー
ト
の
労
組
が
ス
ト
秋
の
風 

 
 
 
 
     

正
明 

   

（
隆
） 

夕
闇
に
影
絵
と
な
り
ぬ
鉄
塔
は 

 
 
 
 
 
  

 
  

百
合
子 

 
 
 

（
天
） 

秋
空
や
前
行
く
車
の
リ
ア
ウ
ィ
ン
ド
ゥ 

 
 
  

 
  

啓
子 

 
 

（
紀
） 

百
舌
鳥
来
た
る
目
に
楽
し
き
は
四
頭
身 

 
 
 

 
  

亜
也 

 
 
 

（
け
） 

山
の
端
に
さ
牡
鹿
の
鳴
き
生
々
し 

 
 
 
 
 
   

盛
雄 

 
  

（
啓
） 

も
の
忘
れ
を
止
め
る
新
薬
敬
老
日 

 
 
 
 
 
   

 

仝 
   

（
〇
健
） 

 

【
句 

 

評
】 

 
 

八
点 

 

命
あ
る
今
朝
の
実
感
秋
澄
め
る 

 
 
 

健
介 

 
 
 

 
 

 
 
 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
秋
の
早
朝
、
目
覚
め
た
と
き
、
澄
み
渡
る
空
気
の
中
で
生
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
。
そ
の 

気
持
ち
は
、
大
病
を
経
た
僕
に
は
よ
く
わ
か
り
ま
す
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
老
い
た
身
の
命
あ
る
有
難
さ
が
見
事
に
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

允
章
さ
ん
・
・
・
大
き
く
深
呼
吸
し
て
い
る
作
者
が
見
え
る
。 

編
み
笠
の
ル
ー
ジ
ュ
一
瞬
風
の
盆 

 
 

堂
哉 

 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
踊
り
手
の
深
く
か
ぶ
ら
れ
た
編
み
笠
か
ら
鮮
や
か
な
ル
ー
ジ
ュ
の
唇
が
一
瞬
垣
間
見
ら
れ
た
。 

そ
こ
に
作
者
の
視
線
が
釘
づ
け
に
な
り
ま
し
た
ね
。 

 
 

 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
踊
り
子
達
が
一
斉
に
顔
を
上
げ
た
。
そ
の
瞬
間
編
み
笠
の
間
か
ら
色
濃
き
ル
ー
ジ
ュ
が
、
そ
こ 

に
胡
弓
の
音
が
重
な
る
。 

 
 
 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
目
深
に
被
る
半
円
形
の
編
み
笠
。
動
き
に
つ
れ
て
一
瞬
見
え
た
濃
い
紅
色
の
ル
ー
ジ
ュ
に
思
わ 

ず
胸
を
衝
か
れ
る
作
者
。
風
を
含
め
た
一
連
の
動
き
と
心
の
動
き
が
鮮
明
に
伝
わ
り
ま
す
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
笠
の
う
ち
を
覗
き
た
い
思
い
。「
一
瞬
」
が
絶
妙
。 

 

七
点 

 

戸
隠
の
山
を
従
え
蕎
麦
の
花 

 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
戸
隠
山
の
麓
に
蕎
麦
畑
が
白
く
一
面
に
広
が
り
、
戸
隠
山
を
従
え
て
い
る
か
の
よ
う
だ
、
と
い 

う
作
者
の
感
慨
。
雄
大
な
初
秋
の
景
が
眼
前
に
あ
る
。 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
戸
隠
の
山
裾
の
蕎
麦
畑
、
山
を
従
え
と
は
雄
大
で
、
面
白
い
。 

 
 

 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
長
野
県
の
寒
暖
差
の
激
し
い
高
地
で
栽
培
さ
れ
た
戸
隠
そ
ば
味
が
良
く
、
岩
手
の
わ
ん
こ
そ 

ば
、
島
根
の
出
雲
そ
ば
と
並
ん
で
日
本
三
大
そ
ば
と
言
わ
れ
る
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
戸
隠
の
大
和
は
雄
大
で
す
ね
。
蕎
麦
の
花
今
が
さ
か
り
で
す
ね
。 

 

六
点 

 

ま
た
転
び
妻
の
溜
息
身
に
入
み
て 

 
 

紀
久
男 

 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
・
奥
さ
ん
が
、
今
度
転
ん
だ
ら
骨
折
す
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
不
安
。
同
時
に
自
分
自
身
が 

転
ん
で
骨
折
な
ど
し
な
い
よ
う
に
と
戒
め
て
い
る
。「
身
に
入
み
て
」
が
利
い
て
い
る
。 
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と
み
子
さ
ん
・
・
・
奥
様
の
心
配
さ
れ
る
お
気
持
に
同
感
い
た
し
ま
す
。
お
大
事
に
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
明
日
は
我
が
身
と
理
解
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
・
私
も
ド
ク
タ
ー
か
ら
「
転
倒
に
は
十
分
注
意
し
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
続
け
て
お
り
ま
す
。 

中
七
、
下
五
が
全
て
と
思
い
ま
す
。 

コ
ス
モ
ス
の
揺
れ
て
風
す
む
里
と
知
る 

 
 

と
み
子 

 
 
 

 
  

啓
子
さ
ん
・
・
・
僅
か
な
風
で
も
コ
ス
モ
ス
は
揺
れ
る
。
風
す
む
里
と
は
・
・
た
い
へ
ん
美
し
い
響
き
の
中
七
！ 

ジ
ャ
ズ
に
酔
ひ
ワ
イ
ン
に
酔
ひ
て
月
の
夜 

 
 

堂
哉 

 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
観
月
は
日
本
古
来
の
伝
統
だ
が
、
そ
の
日
に
西
洋
由
来
の
ジ
ャ
ズ
と
ワ
イ
ン
に
酔
い
痴
れ
る 

滑
稽
さ
。 

昇
さ
ん
・
・
・
・
ま
さ
に
至
福
の
時
間
。
ジ
ャ
ズ
大
好
き
人
間
と
し
て
は
、
ず
っ
と
こ
の
ま
ま
酔
っ
て
い
た 

い
。
加
山
雄
三
の
歌
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
ボ
ク
は
幸
せ
だ
な
～
気
分
。 

満
月
の
揺
ら
ぐ
影
見
ゆ
瀬
戸
の
海 

 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
満
月
が
瀬
戸
内
の
小
さ
な
波
に
揺
ら
い
で
影
を
映
し
て
い
る
。
こ
の
光
景
が
懐
か
し
い
。 

 
 

 
 
 

 

允
章
さ
ん
・
・
・
今
回
出
句
さ
れ
て
い
る
「
瀬
戸
の
海
・
・
・
天
の
川
」
は
空
の
天
の
川
を
見
て
、
こ
の
句
は 

海
に
写
る
満
月
を
観
て
感
動
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
大
自
然
の
美
し
さ
。 

波
の
音
ば
か
り
無
月
の
日
本
海 

 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
新
潟
の
海
の
光
景
、
日
本
海
の
波
音
は
強
く
荒
々
し
い
、
ま
し
て
無
月
と
な
れ
ば
。 

 
 
 
 
 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
日
本
海
だ
か
ら
波
の
音
が
効
い
て
い
ま
す
ね
。 

 

五
点 

 

山
門
の
額
を
は
み
出
す
秋
比
叡 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
山
門
を
比
叡
の
景
の
額
と
見
た
と
こ
ろ
が
面
白
い 

篠
笛
と
水
琴
の
音
あ
り
秋
茶
会 

 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

と
み
子
さ
ん
・
・
大
気
の
澄
ん
で
い
る
秋
の
趣
が
、
よ
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
こ
の
清
（
さ
や
）
か
な
音
が
秋
茶
会
に
相
応
し
い
。 

 
 
 
 
 

 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
良
い
趣
味
を
お
持
ち
で
、
人
生
に
ゆ
と
り
を
感
じ
さ
す
佳
句
で
す
。 

コ
ス
モ
ス
や
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
の
駆
け
て
ゆ
く 

 

康
敏 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
コ
ス
モ
ス
に
見
え
隠
れ
し
な
が
ら
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
の
少
女
が
元
気
に
コ
ス
モ
ス
の
中
を
走
り 

抜
け
て
ゆ
く
。
か
ろ
や
か
な
コ
ス
モ
ス
の
花
と
可
憐
な
少
女
と
が
よ
く
マ
ッ
チ
し
て
い
る
。 

 
 

 
 
 

 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
コ
ス
モ
ス
も
揺
れ
る
、
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
も
揺
れ
る 

浮
雲
の
白
さ
軽
さ
も
秋
の
空 

 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 

 

 
 

 
 
 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
秋
の
空
の
白
い
浮
雲
、
ふ
わ
っ
と
見
え
る
様
子
を
上
手
く
表
現
し
て
い
る
。 

 
 

 
 
 

 

隆
さ
ん
・
・
・
・ 

９
月
、
母
の
遺
骨
を
抱
い
て
機
上
の
人
に
な
っ
た
。
下
に
見
る
雲
海
は
黄
泉
の
平
原
を
し
て 

私
を
釘
付
け
に
し
た
。 

さ
ん
ざ
め
く
田
舎
の
駅
や
風
の
盆 

 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
青
葉
会
で
山
間
の
八
尾
吟
行
を
催
し
た
の
は
、
ず
い
ぶ
ん
前
の
こ
と
で
す
。
「
風
の
盆
」
は 

繭
の
買
い
付
け
で
賑
わ
っ
た
往
時
や
忍
ぶ
恋
な
ど
、
イ
メ
ー
ジ
豊
か
な
季
語
。
今
回
は
一
連 

の
句
を
懐
か
し
く
、
楽
し
み
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 

 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
風
の
盆
の
風
景
で
は
な
く
、
風
の
盆
の
行
事
に
多
く
の
人
が
集
ま
っ
た
こ
と
を
詠
ま
れ
た
こ 

と
に
注
目
し
ま
し
た
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
昔
、
青
葉
会
の
吟
行
で
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
風
の
盆
を
思
い
出
す
。
万
里
子
先
生
も 

お
元
気
だ
っ
た
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
踊
り
で
は
な
く
駅
に
着
目
し
た
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
。 
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秋
の
陽
に
プ
リ
ズ
ム
と
な
り
ガ
ラ
ス
ペ
ン 

 
 
 

啓
子 

 
 

 

 
 

 
 
 

 

千
恵
さ
ん
・
・
・
ガ
ラ
ス
ペ
ン
が
光
に
反
射
し
て
プ
リ
ズ
ム
み
た
い
に
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
る
一
瞬
を
切
り
取
っ 

た
の
で
す
ね
。
映
像
が
浮
か
び
ま
す
。 

 
 

 
 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
ガ
ラ
ス
ペ
ン
て
、
今
で
も
あ
る
の
で
す
か
。（
昔
、
中
学
の
ペ
ン
習
字
で
使
っ
た
覚
え
あ
り
） 

懐
か
し
い
。 

 
 

 
 
 
 
  

亜
也
さ
ん
・
・
・
窓
際
の
デ
ス
ク
の
上
の
七
色
が
あ
り
あ
り
と
目
に
浮
か
ぶ
。 

 

四
点 

 

文
旦
を
剝
く
や
拇
指
怒
ら
し
て 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 
 

 

 
 

 
 
 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
皮
が
厚
い
文
旦
、
ザ
ボ
ン
は
剥
く
の
が
一
仕
事
。
皮
の
砂
糖
漬
け
は
風
雅
で
す
。 

 
 

 
 
 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
文
旦
の
分
厚
い
皮
を
指
に
力
を
籠
め
て
剥
く
感
じ
が
「
怒
ら
せ
て
」
で
わ
か
り
ま
す 

隆
さ
ん
・
・
・
・
皮
の
厚
さ
が
抵
抗
す
る
か
。
皮
汁
は
風
呂
場
の
ウ
ロ
コ
取
り
に
最
適
な
汁
。 

や
う
や
つ
と
小
鳥
来
る
木
に
育
ち
た
り 

 
 
 

と
み
子 

 
 
 

 

 
 

 
 
 

 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
永
年
の
慈
し
み
が
嬉
し
い
結
果
に
繋
が
り
ま
し
た
！
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
日
の
月
戦
禍
の
街
の
瓦
礫
に
も 

 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
荒
涼
と
し
た
異
国
の
戦
禍
の
街
。
今
、
自
分
の
仰
ぎ
見
て
い
る
仲
秋
の
名
月
が
そ
の
街
の 

瓦
礫
を
照
ら
し
て
い
る
。
異
国
の
戦
禍
を
思
い
、
世
界
の
平
和
を
希
求
す
る
作
者
の
気
持
ち 

が
「
今
日
の
月
」
に
凝
縮
し
て
い
る
。 

 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
惨
状
で
し
ょ
う
か
、 
哀
し
い
こ
と
で
す
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
今
日
の
月
を
愛
で
な
が
ら
、
ふ
と
瓦
礫
の
街
、
戦
禍
の
街
に
思
い
を
巡
ら
す
感
性
！ 

ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
い
て
庭
先
と
ば
り
お
り 

 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 

亜
也
さ
ん
・
・
・
声
と
景
色
の
組
合
せ
で
、
夕
暮
れ
の
情
感
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。 

コ
オ
ロ
ギ
や
三
和
土
の
隅
で
秋
告
げ
る 

 
 
 

百
合
子 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
三
和
土
の
あ
っ
た
古
い
実
家
の
家
を
思
い
、
懐
か
し
く
思
い
起
こ
し
た
。 

 
 
 

 
 
   

啓
子
さ
ん
・
・
・
一
見
し
て
コ
オ
ロ
ギ
が
漢
字
表
記
さ
れ
て
い
る
方
が
よ
り
雰
囲
気
が
出
た
だ
ろ
う
な
あ
と
感 

じ
ま
し
た
が
、
三
種
類
の
材
料
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
造
る
三
和
土
は
昔
は
よ
く
見
掛
け
ま
し
た 

の
で
そ
の
手
触
り
も
懐
か
し
く
、
穏
や
か
な
景
を
感
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
こ
お
ろ
ぎ
と
秋
の
季
重
な
り
。
尚
、
俳
句
で
は
動
植
物
の
名
は
、「
ひ
ら
が
な
」
ま
た
は 

「
漢
字
」
で
表
示
し
ま
す
（
外
国
語
名
は
除
く
）。×

コ
オ
ロ
ギ→

 

○
こ
お
ろ
ぎ
（
旧
仮
名
こ
ほ
ろ
ぎ
）
又 

は
蟋
蟀
。 

 
 
 

 

※
び
ん
さ
ん
・
・
・
き
れ
い
な
状
景
で
す
ね
。
で
も
、
コ
オ
ロ
ギ
は
な
ぜ
カ
タ
カ
ナ
に
？
（
カ
タ
カ
ナ
は
外 

来
語
に
絞
る
の
を
原
則
と
す
べ
し
と
私
は
学
ん
だ
・
・
）、
そ
れ
と
「
季
重
な
り
」
で
は
？ 

“
や
”
で
切 

れ
な
い
？ 

三
和
土
を
持
つ
現
代
の
家
？
な
ど
の
問
題
性
あ
り
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
、
こ
う
し
て
み
る 

の
は
如
何
で
し
ょ
う
。
「
暮
れ
ゆ
け
ば
蟋
蟀
を
聞
く
町
に
す
む
」 

 
 

椿
の
実
ぱ
か
ん
と
爆
ぜ
て
い
の
ち
産
む 

 
 
 

百
合
子 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

千
恵
さ
ん
・
・
・
実
が
爆
ぜ
る
と
は
正
に
子
孫
を
残
す
た
め
の
も
の
。
そ
の
瞬
間
を
“
ぱ
か
ん
と
”
と
オ
ノ
マ 

ト
ペ
で
表
現
さ
れ
て
る
の
も
臨
場
感
あ
り
ま
す
ね
。 

 
 

 
 
 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
実
が
弾
け
黒
く
て
丸
い
種
子
に
は
生
命
力
を
感
じ
る
。 

参
考
「
椿
の
実
割
れ
て
こ
の
世
に
何
の
用 

市
掘
玉
宗
」
作
者
は
禅
僧
。 

 
 
 

 
 
  
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
ぱ
か
ん
と
音
が
す
る
か
聴
い
た
こ
と
が
な
い
の
で
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
い
い
で
す
ね
。 

秋
の
夜
の
遺
品
整
理
や
父
母
の
恩 

 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
  

 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
遺
品
の
整
理
は
誠
に
厄
介
で
す
。
少
し
ず
つ
自
分
の
物
の
整
理
に
努
め
て
い
ま
す
。
下
五
が 

良
い
で
す
ね
。 
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隆
さ
ん
・
・
・
・
澄
ん
だ
秋
の
夜
を
遺
品
整
理
で
埋
め
る
。
父
母
へ
の
恩
は
無
限
大
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
両
親
の
遺
品
に
触
れ
る
と
品
々
か
ら
交
々
の
想
い
が
湧
き
、
親
と
は
あ
り
が
た
い
、
全
く
同 

感
で
す
！ 

 

三
点 

 

長
き
夜
や
喪
主
へ
の
手
紙
止
ま
る
筆 

 
 
 

忠
彦 

 
 

 
 

 
 
 

 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
喪
主
が
配
偶
者
で
あ
れ
、
子
供
さ
ん
で
あ
れ
生
前
の
付
き
合
い
の
こ
と
や
慰
め
、
励
ま
し
な 

ど
辛
い
で
す
ね
！ 

竹
春
の
林
ひ
か
り
の
侏
儒
跳
ぬ
る 

 
 
 
 

孤
舟 

 

 
 

 
 
 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
木
漏
れ
日
の
ち
ら
ち
ら
動
く
光
？
を
侏
儒
（
こ
び
と
）
が
撥
ね
て
い
る
よ
う
だ
、
と
い
う
見 

立
て
が
よ
い
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
幹
に
艶
の
増
し
た
秋
の
竹
林
、
日
が
当
り
光
の
小
人
が
跳
ね
て
遊
ん
で
い
る
。
メ
ル
ヘ
ン 

チ
ッ
ク
な
世
界
。 

三
恵
さ
ん
・
・
・
異
次
元
空
間
を
想
像
し
ま
す
。
ひ
か
り
の
点
滅
を
侏
儒
に
見
立
て
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で 

し
ょ
う
か
。
西
洋
風
の
メ
ル
ヘ
ン
チ
ッ
ク
な
森
の
妖
精
と
俳
句
な
ら
で
は
の
視
点
の
ミ
ッ
ク 

ス
。
堪
能
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

フ
ル
ー
ト
の
音
色
軽
や
か
秋
を
聴
く 

 
 

五
郎
太 

 
 

 
 

 
 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
猛
暑
の
長
い
夏
だ
っ
た
が
、
フ
ル
ー
ト
の
柔
ら
か
く
澄
ん
だ
音
色
に
秋
を
感
じ
た
。 

秋
風
や
更
地
と
な
り
て
代
替
わ
り 

 
 
 
 

千
恵 

 
 

 
 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
高
齢
化
に
よ
る
空
き
家
増
加
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
住
宅
街
の
更
地
。
両
親
の
住
ん
で
い
た
古
い
家
を
壊
し
、
息
子
が
新
居
を
建
て
る
よ
う
だ
。 

実
は
隣
家
も
更
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
ご
近
所
で
も
よ
く
見
る
光
景
。
秋
風
と
代
替
わ
り
、
相
俟
っ
て
の
無
常
を
感
じ
ま
す
。 

颯
々
と
色
な
き
風
や
戊
辰
墓
碑 

 
 
 
 

く
に
お 

 
 

 
 

 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
戊
辰
戦
争
は
最
後
の
内
戦
で
し
た
。「
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
と
」
と
披
講
し
ま
し
た
が
、
高
砂
で
は 

「
さ
つ
さ
ん
（
つ
）
の
風
ぞ
楽
し
む
」
と
謡
い
ま
す
。
そ
れ
も
い
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

允
章
さ
ん
・
・
・
日
本
が
近
代
化
へ
の
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
戊
辰
戦
争
の
墓
碑
を
、
秋
風
が
渡
っ
て
ゆ
く 

感
慨
。 

義
太
夫
の
絞
り
出
す
節
秋
暑
く 

 
 
 
 
 

恵
洲 

 

 
 

 
 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
余
り
に
熱
の
入
っ
た
口
演
の
た
め
、
そ
の
熱
気
が
聴
衆
に
ま
で
伝
わ
っ
て
来
る
。 

カ
フ
ェ
ラ
テ
に
ハ
ー
ト
描
き
て
敬
老
日 
 
 

康
敏 

 
 

 
 

 
 
 
   

と
み
子
さ
ん
・
・
敬
老
日
と
、
カ
フ
ェ
ラ
テ
の
軽
さ
と
の
取
合
せ
が
、
私
の
気
分
に
ピ
ッ
タ
リ
！ 

 
 
 

 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
愉
し
さ
が
に
じ
み
出
る
一
句
。 

め
く
ば
せ
や
秋
の
夜
弾
む
ジ
ャ
ズ
ト
リ
オ 

 

堂
哉 

 
 

 
 

 
 
 

 

龍
平
さ
ん
・
・
・
何
故
か
ふ
とMiles Davis

を
聴
い
て
凌
い
だ
酷
暑
の
夏
で
し
た
。 

 
 

 
 
 
   

と
み
子
さ
ん
・
・ 

演
奏
の
途
中
で
プ
レ
イ
ヤ
ー
同
士
が
、
目
で
打
ち
合
わ
せ
す
る
一
瞬
を 

 

鮮
や
か
に
切
り 

取
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。 

街
裏
の
暗
き
に
沁
む
る
胡
弓
の
音 

 
 
 
 

び
ん 

 
 

 
 

 
 
 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
風
の
盆
も
だ
い
ぶ
ん
俗
化
し
て
き
ま
し
た
が
裏
道
の
胡
弓
は
い
い
で
す
ね
。 

吾
亦
紅
身
の
焦
ぐ
る
ほ
ど
恋
し
て
ふ 

 
 
 

啓
子 

 
 

 
 

 
 
 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
焦
げ
茶
の
小
さ
な
実
を
つ
け
る
ワ
レ
モ
コ
ウ
を
見
て
、
恋
に
憧
れ
る
句
。
百
人
一
首
の 

「
我
が
名
は
ま
だ
き
た
ち
に
け
り
」
の
上
五
は
「
恋
す
て
ふ
」。 

ご
本
人
が
恋
を
さ
れ
て
い 

る
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
。 
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老
夫
婦
夕
餉
を
た
の
し
む
と
ろ
ろ
汁 

 
 
 

天
牛 

 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
と
ろ
ろ
汁
の
夕
餉
。
老
夫
婦
の
穏
や
か
で
幸
福
な
晩
秋
の
ひ
と
と
き
。 

 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
ご
夫
婦
の
和
気
藹
々
の
雰
囲
気
と
、
と
ろ
ろ
汁
の
取
り
合
わ
せ
が
絶
妙
で
す
。 

 

二
点 

 

猿
翁
逝
き
冥
土
で
宙
乗
り
秋
彼
岸 

 
 
 

紀
久
男 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
左
團
次
・
猿
翁
・
小
生
は
同
い
年
） 

 
 

 
 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
も
う
あ
の
演
技
が
見
ら
れ
な
い
と
思
う
と
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。 

カ
ラ
オ
ケ
に
軍
歌
低
唱
敬
老
日 

 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

 
 
 
 
 

 

健
介
さ
ん
・
・
・
低
唱
が
い
い
で
す
ね
、
高
唱
で
は
ど
う
も
ね
・
・ 

 
 

 
 
 

 

亜
也
さ
ん
・
・
・
思
想
で
は
な
く
て
世
代
。 

異
常
な
り
気
配
も
見
せ
ぬ
曼
珠
沙
華 

 
 

紀
久
男 

 

 
 

 
 
 

 

龍
平
さ
ん
・
・
・
佛
さ
ま
は
何
時
も 

❮

八
風
吹
不
動❯

で
す
ね 

白
妙
の
蕎
麦
の
花
咲
く
会
津
か
な 

 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

 
 

 
 
 
   

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
蕎
麦
の
花
と
会
津
の
取
り
合
わ
せ
が
斬
新
で
す
。。 

甘
柿
の
一
顆
一
顆
に
嘴
の
跡 

 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

 
 

 
 
 
   

恵
洲
さ
ん
・
・
・
甘
く
な
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
に
鳥
に
先
取
り
さ
れ
た
の
で
す
ね
、
き
っ
と
。 

秋
刀
魚
焼
き
噂
も
煙
に
巻
か
れ
け
り 

 
 
 

孤
舟 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
最
近
の
句
は
皆
真
面
目
な
句
が
多
い
中
で
、
久
方
振
り
の
諧
謔
性
に
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。 

哀
愁
の
調
べ
静
か
に
風
の
盆 

 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

 
 
 

 
 

 

允
章
さ
ん
・
・
・
三
味
線
・
胡
弓
な
ど
の
伴
奏
で
静
か
に
唄
い
踊
る
風
の
盆
。 

夏
ゆ
き
て
ダ
ー
ク
ダ
ッ
ク
ス
今
は
亡
し 

 
 

恵
洲 

 
 

 
 

 
 

   

孤
舟
選
者
・
・
・
七
十
年
近
く
前
か
ら
一
世
を
風
靡
し
た
ダ
ー
ク
ダ
ッ
ク
ス
が
、
ゾ
ウ
さ
ん
の
死
に
よ
り
そ
の 

幕
を
閉
じ
た
。 

正
明
さ
ん
・
・
・
遠
山
さ
ん
が
亡
く
な
り
ダ
ー
ク
ダ
ッ
ク
ス
は
無
く
な
り
ま
し
た
。
寂
し
さ
の
果
て
で
す
。 

故
人
の
ご
冥
福
を
こ
こ
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。 

こ
ん
が
ら
が
る
思
考
の
糸
や
夏
の
果 

 
 
 

正
明 

 
 

 
 

 
 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
こ
の
異
常
な
暑
さ
で
思
考
能
力
が
低
下
し
て
い
る
が
、
ど
う
や
ら
涼
し
く
な
っ
て
き
た
。 

 
 
 
 
 

 

啓
子
さ
ん
・
・
・
極
端
な
暑
さ
に
心
身
が
疲
弊
す
る
状
況
と
、
そ
ろ
そ
ろ
そ
の
時
期
も
終
わ
っ
て
ほ
っ
と
す
る 

な
あ
と
い
う
思
い
を
、
こ
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
、
納
得
と
共
に
感
動
致
し
ま
し
た
。 

． 

ふ
る
さ
と
の
空
へ
水
尾
引
く
鰯
雲 

 
 
 
 
 

昇 
 
 

 
 

 
 
 
 
   

孤
舟
選
者
・
・
・
鰯
の
よ
う
な
形
の
大
量
の
雲
片
が
故
郷
へ
向
か
っ
て
流
れ
て
行
く
。 

喘
ぎ
つ
つ
坂
の
て
っ
ぺ
ん
鰯
雲 
 
 
 
 

百
合
子 

 

 
 

 
 
 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
喘
ぎ
喘
ぎ
上
っ
た
坂
の
頂
き
、
空
に
は
鰯
雲
が
あ
り
、
ほ
っ
と
し
て
い
る
様
子
が
楽
し
い
。 

 
 

 
 
 

 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
喘
ぎ
つ
つ
も
、
坂
の
て
っ
ぺ
ん
ま
で
登
ら
れ
た
満
足
感
で
し
ょ
う
か 

さ
や
け
さ
や
暫
く
振
り
に
ブ
ラ
ア
ム
ス 

 
 

亜
也 

 
 

 
 

 
 
 
   

龍
平
さ
ん
・
・
・
過
去
に
年
下
の
男
性
か
ら❮

Aimez
-vous 

B
RAHM

U
S ?

❯
 

と
。
訊
か
れ
た
経
験
者
の
作
な
り 

や
？
久
し
ぶ
り
に
若
手
の
元
カ
レ
を
想
い
出
し
て
。 

萩
眺
め
零
る
も
散
る
も
選
び
得
ず 

 
 
 
 

亜
也 

 
 

 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
萩
の
花
が
咲
き
乱
れ
る
庭
先
。
小
さ
な
花
が
散
り
敷
き
ま
す
。
散
る
？
零
れ
る
？
ど
ち
ら
？ 

 
 
 
 
 
 
 
 

楽
し
い
悩
み
。
長
閑
な
刻
も
感
じ
ま
す
。 

一
塩
の
秋
茄
子
を
添
へ
白
ワ
イ
ン 

 
 
 
 

盛
雄 

 
 

 
 

 
 
 

 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
渋
い
！ 
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一
点 

 

十
八
年
ぶ
り
虎
狂
（
と
ら
き
ち
）
一
家
新
酒
干
す 

紀
久
男 

   

 
 

 
 
 

 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
小
生
も
タ
イ
ガ
ー
ス
フ
ァ
ン
の
一
方
の
旗
頭
で
有
人
諸
兄
姉
“
内
祝
い
”
を
配
り
ま
し
た
。 

鎮
魂
の
炎
の
花
や
曼
珠
沙
華 

 
 
 
 
 
       

忠
彦 

 
 
 

 
 

 
 
 
   

孤
舟
選
者
・
・
・
あ
の
世
・
浄
土
・
死
な
ど
の
連
想
に
繋
が
る
花
で
あ
る
。 

小
鳥
来
る
森
は
混
成
合
唱
団 

 
 
 
 
 
 

 
  

 

孤
舟 

 
 

 

 
 

 
 
 

 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
楽
し
い
五
七
五.

。 

小
野
和
邇
と
古
き
名
の
土
地
秋
深
む 

 
 
 

 
  

五
郎
太 

 
 

 

亜
也
さ
ん
・
・
・
由
緒
あ
る
湖
西
の
こ
こ
か
し
こ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

初
秋
刀
魚
庶
民
に
届
か
ぬ
高
値
か
な 

 
 
 

 
 

た
だ
し
げ 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
  

隆
さ
ん
・
・
・
・
秋
刀
魚×

庶
民
＝
高
値
。
食
の
値
段
は
微
妙
な
味
が
す
る
。 

瀬
戸
の
海
船
よ
り
望
む
天
の
川 

     
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

允
章
さ
ん
・
・
・
さ
え
ぎ
る
も
の
の
な
い
船
上
よ
り
望
む
天
の
川 

早
落
葉
天
変
憂
え
庭
を
掃
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

雅
夫 

 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
ま
さ
し
く
私
の
今
年
の
実
感
、
紅
葉
色
の
落
葉
で
は
な
く
日
焼
け
色
の
落
葉
で
す
。 

秋
刀
魚
焼
く
旬
の
匂
い
に
脂
の
り 

 
 
 
 
   

  

國
護 

 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
秋
刀
魚
の
匂
い
に
食
欲
を
そ
そ
ら
れ
、
そ
の
上
あ
の
脂
の
匂
い
が
漂
っ
て
く
れ
ば
も
う
、 

た
ま
ら
ん
！ 

風
に
乗
り
か
す
か
に
届
く
秋
の
鐘 

 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

 
 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
夕
方
観
光
客
も
消
え
静
か
な
街
に
戻
っ
た
。
遠
く
か
ら
寂
し
そ
う
な
夕
鐘
の
音
が
流
れ 

来
る
。 

彼
岸
と
も
思
え
ぬ
暑
さ
続
き
け
り 

 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 

 
 
 
 

  

隆
さ
ん
・
・
・
・
今
年
の
十
大
ニ
ュ
ー
ス
か
。「
歯
止
め
に
も
な
ら
ぬ
猛
暑
の
秋
彼
岸
」
で
も
。 

暗
き
夜
の
更
け
ゆ
く
ま
ま
に
風
祭 

 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

く
に
お
さ
ん
・
・
二
百
十
日
の
夜
。
風
の
唸
り
を
聞
き
な
が
ら
、
風
が
こ
れ
以
上
荒
れ
な
こ
と
を
念
じ
な
が
ら 

な
ん
ら
打
つ
手
も
な
く
、
た
だ
風
の
恐
ろ
し
さ
に
身
構
え
て
い
る
作
者
の
緊
迫
し
た
心
境
の 

一
句
。「
更
け
ゆ
く
ま
ま
に
」
の
中
七
の
措
辞
が
上
手
い
と
思
う
。 

若
衆
の
風
の
盆
唄
笠
隠
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
編
み
笠
を
目
深
に
被
り
、
踊
り
手
の
顔
や
表
情
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

デ
パ
ー
ト
の
労
組
が
ス
ト
秋
の
風 

 
 
 
 
     

正
明 

  
 
 

 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
ス
ト
ラ
イ
キ
の
悲
哀
は
秋
に
適
う
。「
売
り
尽
く
す
ス
ト
決
行
と
秋
の
空
」
で
も
。 

夕
闇
に
影
絵
と
な
り
ぬ
鉄
塔
は 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 
 

 
 
 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
季
語
が
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
秋
の
田
ん
ぼ
に
う
つ
る
様
子
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
季
語
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

「
鉄
塔
は
影
絵
と
な
り
ぬ
秋
の
暮
」
で
は
。 

も
の
忘
れ
を
止
め
る
新
薬
敬
老
日 

 
 
 
 
 
   

盛
雄 

 
 

健
介
さ
ん
・
・
・
こ
の
句
も
そ
ん
な
新
薬
も
ノ
ー
ベ
ル
賞
で
す
。 

 

     
 
 

     
 
 

     
 
 

     
 
 

     
 
 

     
 
 

     
 
 

     

【
次
回
青
葉
会
予
定
】 

 

ご
注
意
‼ 

10

月
句
会
場
所
は 

東
五
反
田
で
す
！ 

日
時
：
令
和
五
年
十
月
二
十
六
日
（
木
）
午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
半 

会
場
： 

東
五
反
田 

パ
ー
ク
タ
ワ
ー
グ
ラ
ン
ス
カ
イ 

２
Ｆ 
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◇
参
加
者
は
当
季
雑
詠
５
句
。
投
句
は
２
句
ま
で
。
投
句
締
切
：
十
月
二
十
四
日
（
火
）
中
。 

◇
ご
参
加
の
ご
意
向
、
投
句
は
星
田
メ
ー
ル
或
い
はFAX

に
て
受
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

【
集
合
場
所
及
び
会
場
所
在
地
】 

会
場
：
品
川
区
東
五
反
田
２
丁
目
１
０
の
１
「
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
グ
ラ
ン
ス
カ
イ
」
２F

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
」 

集
合
：12

：40 
JR

山
手
線
五
反
田
駅
ホ
ー
ム
、
大
崎
寄
り
の
最
先
端
（
上
り
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
手
前
） 

 
 
 
 

当
日
の
連
絡
先
： 

孤
舟
選
者 

携
帯0

9
0
‐

4
0
7
6
‐

5
9
3
0

／
星
田
啓
子 

携
帯0

8
0
‐

8
8
7
0
‐

8
2
0
1
 
 

  
 
 
 
 
 
 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

【
青 

葉 

会 

報
】 

一
、 

ま
だ
暑
さ
の
残
る
９
月
末
、
青
葉
会
月
例
会
を
丸
紅
本
社
の
会
議
室
を
お
借
り
し
て
開
催
致
し
ま
し
た
。
世
話
人
の 

 
 

紀
久
男
さ
ん
が
ご
出
席
可
能
か
と
、
み
な
さ
ま
期
待
し
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
本
調
子
に
な
ら
な
い
と
の
こ
と
で
残
念
な

が
ら
ご
欠
席
で
し
た
。
一
方
、
び
ん
さ
ん
は
じ
め11

名
の
ご
出
席
を
見
て
賑
や
か
に
、
い
つ
も
の
よ
う
に
五
郎
太
さ
ん

の
温
か
く
も
す
っ
き
り
し
た
司
会
で
、
夫
々
の
披
講
も
楽
し
い
句
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
は
ま
た
猛
暑
日
も
残
り

ま
し
た
が
、
夏
の
終
わ
り
を
実
感
で
き
る
朝
夕
が
訪
れ
た
こ
と
か
ら
、
み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
出
句
が
一
気
に
秋
の
香
り
を

漂
わ
せ
て
、
汗
を
か
き
つ
つ
集
ま
っ
た
私
ど
も
も
気
分
は
す
っ
か
り
秋
に
染
ま
り
ま
し
た
。 

結
果
は
ご
覧
の
と
お
り
、
健
介
さ
ん
、
堂
哉
さ
ん
、
け
い
子
さ
ん
が
高
得
点
で
し
た
。
佳
句
が
多
く
、
皆
さ
ま
の
選
句
に

も
ご
苦
労
の
跡
が
見
ら
れ
、
票
は
幾
分
ば
ら
け
ま
し
た
が
句
評
も
沢
山
頂
戴
し
、
楽
し
い
誌
面
と
な
り
ま
し
た
。
茲
許
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

三
、
前
回
の
句
会
報
に
て
、
み
な
さ
ま
か
ら
の
川
合
万
里
子
先
生
へ
の
追
悼
句
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
般
、 

 
 

天
牛
さ
ん
よ
り
感
謝
の
想
い
と
俳
句
二
句
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。
茲
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

正
明
と
万
里
子
の
ダ
ン
ス
忘
年
会 

 
 
 
 

つ
つ
じ
見
る
皇
居
吟
行
万
里
子
さ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 

本
当
に
何
の
飾
り
気
も
な
い
、
心
温
ま
る
方
で
し
た
。
俳
句
と
云
は
ず
い
ろ
い
ろ
の
面
で
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
感
謝
に
耐 

え
ま
せ
ん
。 

 

四
、
孤
舟
選
者
新
作
五
句 

一
刷
け
の
雲
の
行
方
や
薄
原 

夕
刊
の
届
く
刻
な
り
合
歓
の
花 

蜘
蛛
の
囲
の
万
事
休
せ
し
獲
物
か
な 

消
印
は
富
士
山
頂
の
夏
見
舞 

逢
へ
ば
す
ぐ
渾
名
で
呼
び
ぬ
盂
蘭
盆
会 

 

五
、
関
係
者
近
詠
は
今
暫
く
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

令
和
五
年
十
月
十
四
日                                              

      
              

（
了
） 


